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那須岳周辺の地殻変動を調査するため、陸域観測技術衛星「だいち」の PALSAR データを用いた SAR

干渉解析を実施した。本解析で使用したデータペアを以下に示す。 

 

 Pair1 パス：055（南行軌道）、オフナディア角：41.5°、観測日：2006/10/23、2008/10/28 

 Pair2 パス：058（南行軌道）、オフナディア角：34.3°、観測日：2006/6/12、2008/12/18 

 Pair3 パス：058（南行軌道）、オフナディア角：34.3°、観測日：2006/9/12、2008/9/17 

 Pair4 パス：405（北行軌道）、オフナディア角：34.3°、観測日：2006/8/8、2008/11/13 

 Pair5 パス：405（北行軌道）、オフナディア角：34.3°、観測日：2006/11/8、2008/6/28 

 Pair6 パス：405（北行軌道）、オフナディア角：34.3°、観測日：2006/12/24、2008/12/29 

 

これらのデータペアから得られた干渉画像を第１図に示す。本解析においては、気象庁メソ数値予報

モデルから大気遅延量をシミュレートする方法を用いて、大気遅延誤差を軽減したが、数 cm 程度のノ

イズは残っているように見える。そこで、さらにノイズを軽減するために、地殻変動速度は一定と仮

定して、６つの干渉画像から年平均の地殻変動速度を計算した。求めた成分は、すべてのレーダ波入

射方向ベクトルを含む共通面内における水平成分（準東西成分）とそれに直交する成分（準上下成分）

である。準東西成分は東方向からのずれが１度以下の成分であり、準上下成分は垂直から南に９度傾

く成分である。得られた結果（第２図）において、検出限界を超える有意な地殻変動シグナルは見ら

れない。 
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第１図 (a)-(f) Pair1-6 から得られた干渉画像。赤三角は茶臼岳の位置を示す。陰影は地形を示

す。 

Fig. 1 (a)-(f) Interferograms generated from Pair1-6 PALSAR data. Red triangle shows the location of 
Mt. Chausu-dake. Superposed shade image shows topographic relief. 

 

 
第２図 Pair1-6 の干渉画像から計算した年平均の地殻変動。(a)準上下成分（垂直から南に 9 度

傾く成分）。(b)準東西成分（東からのずれは 1 度以下）。赤三角は茶臼岳の位置を示す。

背景の陰影は地形を示す。 

Fig. 2 Averaged deformation speed estimated from Pair1-6 interferograms. Red triangle shows the 
location of Mt. Chausu-dake. Superposed shade image shows topographic relief. (a) Quasi-UD 
component that inclines 9 degree from the vertical to south. (b) Quasi-EW component. Difference 
from the east direction is less than 1 degree. 
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